劣化対策事例
	ID
	木村-1

	対策
	　1. 触媒　2. 担体　3. 前処理　4. 運転方法　5. 再生　6. 他

	反応物
	1-ブテン

	生成物
	芳香族化合物

	触媒
	1.1wt%Ag/MFIゼオライト(SiO2/Al2O3=68(mol)) SiO2バインダー成型体

	反応
	

	目的
	芳香族化合物の製造

	反応式
	

	反応方式
	気相 固定床

	反応条件
	600℃、1-ブテン/N2=44/56(vol%)、0.1MPa 48h

	劣化原因
	脱アルミニウム、銀粒子の生成

	対策要約
	再生条件(脱コーク工程、銀イオン復元)の最適化

	詳細


	反応後、脱コーク、銀イオン復元工程により触媒賦活
脱コーク条件：400℃以上480℃以下、酸素含有量 5%以上25%以下、

銀復元条件：480℃を超えて650℃以下、酸素含有量 4%以上25%以下
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 ※条件を逸脱すると、銀の再分散が不十分
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